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東北地方整備局 小名浜港湾事務所 H28. 2.25発行（第9号）

小名浜港

福 島 県

小名浜港 国際バルク戦略港湾(石炭)に選定!!特定貨物輸入拠点港湾に指定!!!
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施工者からの一言 （清水・東亜・川田特定建設工事共同企業体 担当技術者 清水 譲）

私は新入社員として小名浜に赴任して、２年間、この橋の建設を携わってまいりました。その中で発注者、協
力業者、設計コンサルタント、メーカー等の多くの方々から協力を得て、ようやくここまで造り上げることがで
きました。多くの人が汗を流し、雨風にさらされ、作業着を泥だらけにしながらも、誇れる仕事をしてきたこの
橋が、小名浜港のランドマークになる日が来ることを夢見て、引続き仕事をしてまいりますので、温かい目で見
守っていてください。
プライベートでは、いわき市のいわきブルーブレイブスという、ラグビーチームに所属しています。ラグビー
を通じて、いわき市、福島県を盛り上げていきたいと思っていますので、ラグビーの方も関心を持っていただけ
たら幸いです。

施工済
97.6％

残り
2.4％

工 事 進 捗 率

(H28.2.1３時点)

・施 工 者 ：清水・東亜・川田特定建設工事共同企業体
・工 期：平成２５年９月５日～平成２８年３月３１日
・工事内容：航路部東港側の上部工を造っています。

RC橋脚(P9)1基、PC片持箱桁(P7～P8)約250m、主塔工1式、斜材工1式、橋梁付属物工1式
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海とみなとの相談窓口
全国共通ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ

① 航路啓開・緊急復旧

障害物撤去作業 緊急物資の受入

② 応急復旧工事
■企業の操業再開等に必要となる物流機能を一定程度確保する
ため、8月上旬までに主要な公共岸壁34バースのうち23バー
ス（約7割）の暫定的な利用を開始しました。
・4月13日に内航貨物船、6月7日に外航貨物船、6月28日に
内航コンテナ船の各第1船が入港しました。

復旧前4/19 復旧後4/27

工期を短縮するため
アスファルト舗装で応急補修

岸壁背後のコンクリート
舗装が陥没

③ 本格復旧工事
震災直後の６号ふ頭 現在の６号ふ頭

東日本大震災時の小名浜港は、津波よりも地震によるダメージが大きく、震動による損傷や地盤沈下・地盤の液状化による陥没
など、岸壁をはじめとする港湾施設に甚大な被害を受け、港湾機能が全面的に停止する事態となりました。
復旧の遅れは、地域経済や市民生活に大きな影響を与えるため、早期の復旧が求められました。

■緊急物資輸送船の入港を可能とすることを最優先とし、啓開
作業※を行うと共に岸壁の緊急復旧を実施。緊急物資の受入及
びタンカー入港により燃料不足解消に寄与しました。
・5日後の3月16日に藤原ふ頭1号・2号岸壁、17日後の3月
28日に大剣ふ頭の7号・8号岸壁の利用を開始しました。

（※啓開作業とは、被災調査及び航路障害物調査・撤去などの作業。） 震災後の港内障害物

小名浜港周辺の浸水状況

■本格復旧工事では今後の継続的な利用や地震の再来に備え、
地盤改良工事などの本格復旧を行いました。

平成２５年度末までに、物流機能を担う
主要な岸壁の本格復旧が完了しました。

○小名浜港復興会議
■港湾利用者や関係行政機関との
協議の場として「小名浜港復興会
議」を設置。岸壁の応急復旧スケ
ジュール等について綿密な調整を
行うとともに、平成23年8月に
「小名浜港復旧・復興方針」を策
定し、施設の復旧を進めました。

3号埠頭

7号埠頭5・6号埠頭先端護岸

【ポイント】
防波堤の外側と内側で
痕跡高に差がある！

津波来襲時の臨港道路

港湾施設の被害状況写真

大剣ふ頭 東港地区のケーソン

アクアマリンパーク

アクアマリンパークにある「いわき・ら・ら・ミュウ」の2階「ライブいわきミュウじあむ」では、いわき

の様々な様子を、パネル・映像・ミニシアター等でご紹介していますので、是非ご来場ください。 (入場無料)

～いわきの東日本大震災展～
平成23年3月11日午後2時46分・・・・あの日、いわきで何が起こったのか。
忘れたいこと 忘れられないこと 忘れてはいけないこと。 今、何ができるかを考える・・・


